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令和６年第１回砂川市議会定例会

令和６年３月４日（月曜日）第１号
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議案第 ２号 令和５年度砂川市国民健康保険特別会計補正予算

議案第 ３号 令和５年度砂川市介護保険特別会計補正予算

議案第 ４号 令和５年度砂川市後期高齢者医療特別会計補正予算

議案第 ５号 令和５年度砂川市下水道事業会計補正予算

議案第 ６号 令和５年度砂川市病院事業会計補正予算
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日程第 ５ 報告第 １号 専決処分の報告について

報告第 ２号 専決処分の報告について

日程第 ６ 議案第 １号 令和５年度砂川市一般会計補正予算

議案第 ２号 令和５年度砂川市国民健康保険特別会計補正予算

議案第 ３号 令和５年度砂川市介護保険特別会計補正予算

議案第 ４号 令和５年度砂川市後期高齢者医療特別会計補正予算
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議案第 ６号 令和５年度砂川市病院事業会計補正予算

［第１予算審査特別委員会］

〇出席議員（１３名）

議 長 多比良 和 伸 君 副議長 小 黒 弘 君

議 員 是 枝 貴 裕 君 議 員 石 田 健 太 君

伊 藤 俊 喜 君 山 下 克 己 君

高 田 浩 子 君 鈴 木 伸 之 君

中 道 博 武 君 水 島 美喜子 君

沢 田 広 志 君 武 田 真 君

辻 勲 君

〇欠席議員（０名）

〇 議 会 出 席 者 報 告 〇

１．本議会に説明のため出席を求めた者は次のとおりである。

砂 川 市 長 飯 澤 明 彦

砂川市教育委員会教育長 髙 橋 豊

砂 川 市 監 査 委 員 栗 井 久 司

砂川市選挙管理委員会委員長 千 葉 美 由 紀

砂 川 市 農 業 委 員 会 会 長 関 尾 一 史

２．砂川市長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

副 市 長 井 上 守

病 院 事 業 管 理 者 平 林 髙 之

総 務 部 長
板 垣 喬 博

兼 会 計 管 理 者

総 務 部 審 議 監 安 原 雄 二

市 民 部 長 堀 田 一 茂
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保 健 福 祉 部 長 安 田 貢

経 済 部 長 野 田 勉

経 済 部 審 議 監 畠 山 秀 樹

建 設 部 長 斉 藤 隆 史

病 院 事 務 局 長 朝 日 紀 博

病 院 事 務 局 次 長 山 田 基

病 院 事 務 局 審 議 監 渋 谷 和 彦

総 務 課 長 岩 間 賢 一 郎

政 策 調 整 課 長 玉 川 晴 久

３．砂川市教育委員会教育長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

教 育 次 長 東 正 人

指 導 参 事 堤 雅 宏

教 育 委 員 会 技 監 徳 永 敏 宏

４．砂川市監査委員の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

監 査 事 務 局 長 川 端 幸 人

５．砂川市選挙管理委員会委員長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

選挙管理委員会事務局長 板 垣 喬 博

６．砂川市農業委員会会長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

農 業 委 員 会 事 務 局 長 野 田 勉

７．本議会の事務に従事する者は次のとおりである。

事 務 局 長 為 国 修 一

事 務 局 次 長 安 武 浩 美

事 務 局 主 幹 斉 藤 亜 希 子

事 務 局 係 長 野 荒 邦 広
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開会 午前１０時００分

◎開会宣告

〇議長 多比良和伸君 おはようございます。ただいまから令和６年第１回砂川市議会定

例会を開会します。

◎開議宣告

〇議長 多比良和伸君 本日の会議を開きます。

◎日程第１ 会議録署名議員指名

〇議長 多比良和伸君 日程第１、会議録署名議員指名を議題とします。

会議録署名議員は、会議規則第７８条の規定により、沢田広志議員及び鈴木伸之議員を

指名します。

本日の議事日程並びに議長諸般報告は、お手元に配付のとおりであります。

◎日程第２ 会期の決定

〇議長 多比良和伸君 日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

今定例会の会期は、本日から３月１３日までの１０日間にしたいと思います。ご異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、会期は１０日間と決定しました。

◎日程第３ 主要行政報告

〇議長 多比良和伸君 日程第３、主要行政報告を求めます。

市長。

〇市長 飯澤明彦君 （登壇） おはようございます。前回の定例市議会以降における主

要行政について報告を申し上げます。

１ページ、総務部総務課の関係では、２点目のふるさと納税個別相談会について、２月

５日から６日まで、既存の返礼品提供事業者を中心に、新規返礼品の開発等を目的とした

ふるさと納税個別相談会を開催し、１３事業所の参加があったところでございます。

次に、２ページ、市長公室課の関係では、２点目の砂川市新年交礼会について、１月５

日、砂川パークホテルにおいて開催し、２３８名の参加をいただいたところでございます。

次に、３点目の地域力ＵＰ講座について、１２月１４日・２１日、２月１３日の３日間、

地域交流センターゆうにおいて、市民活動団体等の活動を担っていく人材の育成と確保を

目的に、「市民によるまちづくり」をテーマとして、観光、商業、コミュニティに関心・
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興味のある方を対象に「地域力ＵＰ講座」を開催し、講師からの講話のほか、ワークショ

ップを実施し、受講者２３人、延べ３３人の参加があったところでございます。

次に、６ページ、保健福祉部社会福祉課の関係では、１点目の生活困窮世帯年末見舞金

について、１２月に民生児童委員を通じて７９世帯に支給したところでございます。

次に、２点目の砂川市障害者地域自立支援協議会について、１２月２２日、第１回協議

会を開催し、令和６年度から８年度までの３か年を計画期間とする第７期砂川市障がい福

祉計画の策定に向けて、第６期計画の進捗状況について報告を行ったほか、障害福祉サー

ビスの利用者等を対象としたアンケート調査の実施等について協議したところでございま

す。

次に、３点目の砂川市子ども・子育て会議について、２月２０日、第１回会議を開催し、

令和７年度から１１年度までの５か年を計画期間とする第３期砂川市子ども・子育て支援

事業計画策定の基礎資料とするため、未就学児童または小学生児童の属する世帯を対象と

したニーズ把握調査の実施等について協議したところでございます。

次に、７ページ、介護福祉課の関係では、２点目の第９期砂川市高齢者保健福祉計画・

介護保険事業計画の策定に向けた取組について、１月２４日から２月２２日まで、第９期

砂川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（案）に対するパブリックコメントを実施

したところ、９名から９件の意見があり、意見の概要と市の考え方をホームページ及び情

報公開コーナーで公表したところでございます。また、推進協議会を１月１８日及び２月

２６日に開催し、計画案について協議したところでございます。

次に、１１ページ、経済部商工労働観光課の関係では、２点目の北海道子どもの国雪中

遊具製作協力に関する協定について、１２月１５日、陸上自衛隊滝川駐屯地において、北

海道子どもの国に雪中遊具を設置することで地域の活性化を図ることを目的に、滝川駐屯

地司令と１月２９日から２月３日を期間とする雪中遊具製作協力に関する協定を締結し、

ジャンボ滑り台が製作され、２月４日から開放したところでございます。

次に、６点目のジョブスタＩＮ砂川高校について、２月１４日、砂川高校において、砂

川の企業を知り、働く意義を考えることを目的として、市内企業等７社２３人と砂川高校

の１年生６２人、２年生１１人が参加し、職場紹介やグループ交流などを行ったところで

ございます。

次に、１４ページ、建設部土木課の関係では、４点目の請負代金等請求事件に関する訴

訟について、１１月２４日、第１審原告側から控訴が提起され、３月２６日、札幌高等裁

判所において口頭弁論を予定しているところでございます。

次に、１５ページ、建築住宅課の関係では、６点目のすながわハートフル住まいる推進

事業について、各事業の１１月から１月までの交付件数及び交付金額は、（１）永く住ま

いる住宅改修補助金は３０件、９１１万９，０００円、次に１６ページ、（２）まちなか

住まいる等住宅促進補助金は５件、６８万６，０００円、（３）高齢者等安心住まいる住
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宅改修補助金は３件、６６万円、（４）住宅用太陽光発電システム導入費補助金は５件、

１０４万９，０００円、（５）老朽住宅除却費補助金は１１件、３９８万円をそれぞれ交

付したところでございます。

次に、８点目の住み替え支援事業について、各事業の１１月から１月までの交付件数及

び交付金額は、（１）登録物件促進補助金は７件、７０万円、（２）同居近居促進補助金

は３件、２０万円、（３）子育て支援補助金は９件、１３０万円、（４）移住促進補助金

は５件、１００万円、（５）医療・介護従事者移住定住促進補助金は３件、３０万円をそ

れぞれ交付したところでございます。

次に、１８ページ、市立病院の関係では、２点目の附属看護専門学校受験状況について、

令和６年度の推薦入学試験は、１０月１９日、応募者１２名に小論文・面接試験を実施し、

１０月２６日に１２名全員の合格を発表したところでございます。また、一般入学試験は、

１月１１日に学科試験、１２日に面接試験を、応募者２６名のうち２５名に実施し、２月

１日に２３名の合格者を発表したところでございます。

以上を申し上げまして、主要行政報告といたします。

◎日程第４ 教育行政報告

〇議長 多比良和伸君 日程第４、教育行政報告を求めます。

教育長。

〇教育長 髙橋 豊君 （登壇） 前回定例会以降におきます教育行政の主な内容につき

ましてご報告申し上げます。

初めに、学務課所管について申し上げます。２点目の令和５年度砂川市教育実践表彰に

ついては、個人、団体を対象に実践表彰審査会での審議を経て、教育委員会会議で決定い

たしました。（１）個人表彰として、砂川中学校３年生の浅川さん、大谷さん、水島さん、

１年生の久保さんは、作文コンクールにおいてそれぞれ北海道、全国で優秀な成績を収め

られました。砂川中学校３年生の竹村さんは、北海道、全国のバドミントン大会男子ダブ

ルスにおいて優秀な成績を収められました。北谷武文氏は、砂川市文化協会会長として社

会教育における実践活動に大きく貢献されました。（２）団体表彰として、砂川中学校演

劇部は、北海道中学生演劇発表大会において優秀な成績を収められました。砂川中学校バ

ドミントン部は、北海道全国大会の男子団体戦において優秀な成績を収められたところで

あります。

次に、２ページ、３点目の中体連全道大会の出場結果について、第５６回北海道中学生

スキー大会が１月１１日から１３日まで小樽市で開催され、女子大回転と女子回転に砂川

中学校３年生の上村さん、中川さん、１年生の河崎さんが出場し、上村さんが大回転、回

転ともに５位となり、全国大会出場となりました。中川さんと河崎さんの成績は、記載の

とおりであります。
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次に、４点目の中体連全国大会の出場結果について、第６１回全国中学校スキー大会が

２月６日から９日まで長野県野沢温泉村で開催され、女子大回転と女子回転に砂川中学校

３年生の上村さんが出場し、成績は記載のとおりでありました。

次に、５点目のいじめの問題に係る調査について、昨年１０月から１１月にかけて市内

小中学校の全児童生徒を対象にアンケート調査を実施し、調査後に各学校において児童生

徒から聞き取り等を行った結果、最終的にいじめと認知した事案は、小学校で８７件、中

学校で２３件、合計で１１０件となり、各学校では加害児童生徒への指導等を行いました。

次に、６点目の令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査について、昨年４月か

ら７月の間に、小学校第５学年及び中学校第２学年を対象に行った調査の結果について、

教育委員会会議等へ報告いたしました。

次に、７点目の令和６年度公立高等学校入試出願状況について、北海道教育委員会が２

月１４日に公表した出願変更後の状況では、砂川高校の出願者数は定員８０人に対し５１

人となり、定員を２９人下回りました。

次に、３ページの学校再編課所管では、１点目の義務教育学校の開校に向けた提言書の

受理について、１１月２８日、砂川市立小中学校統合準備委員会において取りまとめられ

た「義務教育学校の開校に向けた提言書」について、１２月８日に教育委員会へ提出され

ました。

次に、２点目の砂川市小中一貫教育推進委員会の開催について、第４回と第５回の推進

委員会を市役所で開催しました。（１）第４回推進委員会を１２月１３日に開催し、報告

及び「砂川市小中一貫教育の目指す姿」策定等の協議を行い、委員出席者は１２人であり

ました。（２）第５回推進委員会を２月５日に開催し、報告及び特別部会の再編について

協議を行い、委員出席者は１４人でありました。

次に、３点目の砂川市立小中学校統合準備委員会の開催について、第７回と第８回の準

備委員会を市役所で開催しました。（１）第７回準備委員会を１２月２６日に開催し、報

告及び義務教育学校の制服及びスクールバスの運行について協議を行い、委員出席者は１

１人でありました。（２）第８回準備委員会を２月２７日に開催し、報告及びスクールバ

スの運行について協議を行い、委員出席者は１５人でありました。

次に、４ページ、５点目の義務教育学校の校名決定について、砂川市立小中学校統合準

備委員会より義務教育学校開校に向けた提言書の提出を受け、１月１６日開催の第１回砂

川市教育委員会会議定例会で義務教育学校の校名について協議を行い、砂川市立砂川学園

に決定しました。

次に、社会教育課所管では、１点目の各種事業についての（１）第７６回砂川市はたち

の集いについて、１月９日、地域交流センターゆうで開催し、対象者１５９人中１１２人

が参加しました。次に、（２）子ども職場体験活動について、１月１２日に対象を１から

２年生と３から６年生に分け、家庭教育サポート企業であるコープさっぽろ砂川店、池川
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生花店、砂川消防署、シロみんなの工場カフェさんの協力の下実施し、参加者は１１人で

ありました。

次に、６ページ、図書館所管では、１点目の各種事業についての（１）子ども手づくり

絵本教室について、１２月１６日、図書館で開催し、手作り絵本の制作に小学生７人が参

加しました。

以上を申し上げまして、教育行政報告といたします。

◎日程第５ 報告第１号 専決処分の報告について

報告第２号 専決処分の報告について

〇議長 多比良和伸君 日程第５、報告第１号 専決処分の報告について、報告第２号

専決処分の報告についての２件を一括議題とします。

提案者の説明を求めます。

教育次長。

〇教育次長 東 正人君 （登壇） 報告第１号 専決処分の報告についてご説明いたし

ます。

地方自治法第１８０条第１項の規定により議会において指定されている下記事項につい

て、別紙のとおり専決処分をいたしましたので、同条第２項の規定によりこれを報告する

ものであります。

内容につきましては、砂川中学校敷地内における草刈り作業時の飛び石による損害賠償

金の額の決定についてであります。

次ページをお開きいただきたいと存じます。専決処分でありますが、草刈り作業の車両

事故の損害賠償金の額を下記のとおり決定するものであります。

事故発生年月日は、令和５年１０月４日水曜日午前９時３０分頃であります。

事故発生場所は砂川市吉野２条南５丁目１番１号、砂川市立砂川中学校敷地であり、損

害賠償の相手方及び相手方車両名、当市業務員につきましては記載のとおりであります。

事故の概要は、学校公務補が砂川中学校敷地にて刈り払い機を使用して作業していた際、

飛び石により駐停車していた当該車両の窓ガラスに損傷を与えたものであります。

過失割合につきましては、当市が１００％であり、相手方には過失はございません。

賠償金は６万９，２４５円、専決処分年月日は令和６年２月２日であり、支払い先は記

載のとおりであります。

なお、賠償金につきましては、全国市長会学校災害賠償補償保険から全額が補填される

ものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続いて、報告第２号 専決処分の報告についてご説明いたします。

地方自治法第１８０条第１項の規定により議会において指定されている下記事項につい
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て、別紙のとおり専決処分をいたしましたので、同条第２項の規定によりこれを報告する

ものであります。

内容につきましては、軟式野球場駐車場における草刈り作業時の飛び石による損害賠償

金の額の決定についてであります。

次ページをお開きいただきたいと存じます。専決処分でありますが、草刈り作業の車両

事故による損害賠償金の額を下記のとおり決定するものであります。

事故発生年月日は、令和５年９月１７日日曜日午後２時頃であります。

事故発生場所は砂川市東７条南８丁目付近、軟式野球場駐車場北側交差点であり、損害

賠償の相手方及び相手方車両名、当市業務員につきましては記載のとおりであります。

事故の概要は、屋外体育施設業務員が軟式野球場駐車場の緑地部分にて刈り払い機を使

用して作業していた際、飛び石により同駐車場北側交差点で停車しようとしていた当該車

両の運転席ドアに損傷を与えたものであります。

過失割合につきましては、当市が１００％であり、相手方に過失はございません。

賠償金は８万９，７６０円、専決処分年月日は令和６年２月９日であり、支払い先は記

載のとおりであります。

なお、賠償金につきましては、全国市長会市民総合賠償補償保険から全額が補填される

ものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 多比良和伸君 これより報告第１号及び第２号の一括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 （登壇） それでは、報告２件併せてお伺いしたいと思います。それぞ

れ専決処分ということで、両方とも砂川市の会計年度任用職員のお二人が事故を起こした

ということになるわけですが、それぞれが学校施設だったり体育施設だったりということ

で、私もよくやるのですけれども、刈り払い機で草を刈っている状態だったと思うのです。

飛び石というのは非常に危ないのですが、たまたまこの２件が同じような状況で事故が発

生しているので、そのときの作業状況をもう少し詳しく教えていただきたいと思います。

以上です。

〇議長 多比良和伸君 教育次長。

〇教育次長 東 正人君 このたびの草刈り機による損害の内容ということでございます。

このたびの関係する業務員でありますけれども、現在３年から４年の業務経験を有してお

りまして、前職において草刈り作業に携わっていた経歴もございます。作業に当たりまし

ては、防護眼鏡だとか、キックバックという、刃が自分に返ってこないようなもので防護

しながら作業しており、また作業に関しましても計画的に場所を選定して、行事だとか授

業などを考慮しながら進めているとの報告は聞いております。
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両事案についてなのですけれども、報告第１号の砂川中学校の事案では、保護者の方が

お子さんの自転車を学校に置くために自転車置場付近に車を停車していたところ、草刈り

作業の飛び石により運転席側後部座席のガラスを傷つけてしまい、そのガラスの取替えを

行ったものでありまして、また報告第２号の軟式野球場駐車場の事案でございますけれど

も、駐車場敷地で作業していたところ、近くの交差点で赤信号のため停車しようとしてい

た車両に対し、草刈り作業の飛び石により運転席のドアを傷つけ、ドアの板金及び塗装を

したものでございます。現場を確認したところ、作業場所と事故発生場所はいずれも１０

メートル以上離れた場所ではございましたが、両作業員が飛び石による事故を想定し、ま

た周囲の状況に留意しながら作業を行うことで防げたものと考えております。

１件目の事故発生後、各施設において作業する際の安全管理の徹底を図ったところであ

りましたが、２件続けての発生は心よりおわび申し上げますし、非常に遺憾であると認識

しております。２件目が１０月４日ということなのですが、それ以降につきましては他の

施設はほぼ作業を終えているという状況でありましたので、このような事故は車両だけで

はなくて児童生徒、歩行者にも危険が及ぶ場合がありますので、作業に際しては飛び石を

想定し、車両だとか歩行者が近づいてきたときには必ず作業を中断する、また可能な場合

には複数人で作業するなど、日頃から随時に注意喚起と指導を徹底することで安全意識の

向上と、再発防止に努めていきたいと考えております。

〇議長 多比良和伸君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 草刈りをやっている途中で、多分ナイロンの草刈り機なのだろうと思う

のです。自分でやっていても、自分に当たってきたり、飛んでいくというのはよくあるこ

とだと思っていて、不思議ではないとは思うのですけれども、ただこのお二人は状況とし

てお一人で作業をされていたのかどうかお伺いします。

〇議長 多比良和伸君 教育次長。

〇教育次長 東 正人君 この草刈り機なのですけれども、ご承知のとおり肩かけ式のも

ので、刃が金属製のもので対応しております。ナイロンになると石がより遠くに飛ぶとい

うこともございますので、これは金具でしております。また、今回に際しましては一人で

作業をしていたところであります。

〇議長 多比良和伸君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 たまたま今回は車で、起こってはよくないのだけれども、相手が車だっ

たということなのですが、それぞれの発生している場所は先ほど次長がおっしゃられたと

おりで、特に中学校の場合だと子供たちにもしもということは当然起こり得ると思うので

す。もし子供の目にでも当たっていたら大変なことになると思うのですけれども、今後、

国道あたりで道路の除草作業を刈り払いでやっているときは大きな板で飛ばないような措

置でやっていることも見かけたりするのですけれども、なかなか砂川市の場合だとそこま

では、いつも複数でやるというのは厳しいものなのかどうか、その辺のことを最後にお伺
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いしながら、中学校や体育施設などは、人が結構出入りするような時間帯もあり得る場所

での事故なものですから、十分気をつけていただきたいと思いながら、今の質問にお答え

をいただきたいと思います。

〇議長 多比良和伸君 教育次長。

〇教育次長 東 正人君 議員さんがおっしゃいますとおり、車も駄目なのですけれども、

人にぶつかって人身事故となることだけは避けなければならないと考えております。作業

する者については、体育施設業務員はまだ複数名おりますので、ここは複数の対応も可能

だとも考えておりますし、学校においても複数で対応可能な場合には、例えば見守りをす

るだとか、人が近づかないような措置をしていかなければならないと考えております。今

後につきましては、おっしゃいました防護ネットということなどの活用も検討しながら今

後作業を進めてまいりたいと考えています。

〇議長 多比良和伸君 他にご発言ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで質疑を終わります。

以上で報告第１号及び第２号を終わります。

◎日程第６ 議案第１号 令和５年度砂川市一般会計補正予算

議案第２号 令和５年度砂川市国民健康保険特別会計補正予算

議案第３号 令和５年度砂川市介護保険特別会計補正予算

議案第４号 令和５年度砂川市後期高齢者医療特別会計補正予算

議案第５号 令和５年度砂川市下水道事業会計補正予算

議案第６号 令和５年度砂川市病院事業会計補正予算

〇議長 多比良和伸君 日程第６、議案第１号 令和５年度砂川市一般会計補正予算、議

案第２号 令和５年度砂川市国民健康保険特別会計補正予算、議案第３号 令和５年度砂

川市介護保険特別会計補正予算、議案第４号 令和５年度砂川市後期高齢者医療特別会計

補正予算、議案第５号 令和５年度砂川市下水道事業会計補正予算、議案第６号 令和５

年度砂川市病院事業会計補正予算の６件を一括議題とします。

各議案に対する提案者の説明を求めます。

総務部長。

〇総務部長 板垣喬博君 （登壇） 私から議案第１号 令和５年度砂川市一般会計補正

予算についてご説明を申し上げます。

今回の補正は、第９号であります。

第１条は、歳入歳出予算の補正であります。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１

１億４，５５２万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１５６億３，４７５万７，

０００円とするものであります。
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第２条は、継続費の補正であります。８ページ、第２表、継続費補正に記載のとおり、

１０款教育費、１項教育総務費の義務教育学校建設移転支援業務等委託について総額と年

割額を補正するものであります。

第３条は、繰越明許費の補正であります。９ページ、第３表、繰越明許費補正に記載の

とおり、２款総務費、３項戸籍住民基本台帳費、戸籍附票システム改修事業、３款民生費、

１項社会福祉費、地方創生臨時交付金事業（給付金・定額減税一体支援枠分）、同じく、

２項児童福祉費、地方創生臨時交付金事業（給付金・定額減税一体支援枠分）、４款衛生

費、１項保健衛生費、新型コロナウイルスワクチン接種事業、６款農林費、１項農業費、

施設園芸生産基盤緊急支援事業補助金について令和６年度に繰り越すものであります。

第４条は、債務負担行為の補正であります。１０ページ、第４表、債務負担行為補正に

記載のとおり、電算システム機器購入、し尿収集運搬委託に係る限度額の補正及び中央小

学校プール上屋シート購入に係る限度額の設定を行うものであります。

第５条は、地方債の補正であります。１１ページ、第５表、地方債補正に記載のとおり、

公営住宅建設事業債から地域活性化事業債までについて１，１１０万円を減額し、補正後

の限度額を１１億９，３００万円とするものであります。

それでは、歳出からご説明いたしますが、多くが決算見込みによる事業費の確定による

ものでありますので、主なもの並びに二重丸及び説明にアンダーラインを付してある新規

事業を中心に説明してまいります。

９２ページをお開きいただきたいと存じます。２款総務費で９５ページ、１項５目財産

管理費で一つ丸、財産管理に要する経費の社会福祉事業振興基金積立金４億３，３１９万

６，０００円及びまちづくり事業基金積立金６億６，９６１万３，０００円の補正は寄附

金を各基金に積み立てるものであり、財政調整基金積立金２，９９２万９，０００円の補

正は財源調整を行うため、積み立てるものであります。

次に、１００ページ、同じく１０目市民生活推進費で二重丸の各路線のバス運行に要す

る経費は、それぞれの路線につき令和４年１０月１日から令和５年９月３０日の運行期間

における赤字を関係自治体において負担するもので、二重丸、滝川美唄線バス運行に要す

る経費の収支不足額補償金４２２万円の補正は、滝川美唄線における赤字補填対象額１，

０８７万６，０００円について砂川市、滝川市、奈井江町、美唄市の路線距離数に応じた

負担率３８．８％に基づき負担するものであります。同じく二重丸、滝川奈井江線バス運

行に要する経費の収支不足額補償金２９８万７，０００円の補正は、滝川奈井江線におけ

る赤字補填対象額４８５万１，０００円について砂川市、滝川市、奈井江町の路線距離数

に応じた負担率６１．５６％に基づき負担するものであります。同じく二重丸、歌志内線

バス運行に要する経費の収支不足額補償金３１６万８，０００円の補正は、歌志内線にお

ける赤字補填対象額１，９３１万２，０００円について砂川市、赤平市、滝川市、歌志内

市、上砂川町の赤字負担広域路線数による軽減係数を路線距離数に乗じて算出する負担率



－13－

１６．４％に基づき負担するものであります。

次に、１０２ページ、同じく１２目電算管理費で１０５ページ、二重丸、文書管理・電

子決裁システム導入に要する経費のシステム導入委託料２９１万円、保守点検委託料３４

０万６，０００円、システム使用料８８万５，０００円の減額は、事業費確定による減で

あります。

次に、１０６ページ、同じく３項１目戸籍住民基本台帳費で一つ丸、戸籍住民基本台帳

に要する経費の戸籍システム改修委託料８万８，０００円の補正は市長名の文末印の印影

登録を行うためシステムの設定変更を行うものであり、戸籍附票システム改修委託料２４

６万４，０００円の補正は戸籍への氏名の振り仮名の記載を必須とする戸籍法の改正内容

を含む行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部

を改正する法律の公布に伴い、戸籍附票システムについて氏名の振り仮名の記載に対応す

るためシステムの改修を行うものでありますが、今年度中の改修は難しいことから、繰越

明許費として翌年度に繰り越して実施するものであります。

次に、１１４ページ、３款民生費、１項１目社会福祉総務費で二重丸、地方創生臨時交

付金事業（電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援分）に要する経費の物価高騰対策事業、

物価高騰対策生活支援特別給付金１２６万円の補正は、令和５年６月の定例会において補

正予算を計上した事業でありますが、国の住民税非課税世帯に対する１世帯当たり３万円

の特別給付金支給事業の支給対象とならない令和５年度住民税の均等割のみが課税されて

いる世帯に対し１万８，０００円支給、北海道の支給分と合わせ３万円とするものであり、

令和５年度課税状況の確定等による対象世帯数の増によるものであります。同じく二重丸、

地方創生臨時交付金事業（物価高騰対応重点支援分）に要する経費の社会福祉施設等物価

高騰対策支援事業、物価高騰対策支援給付金３００万円の補正は、令和５年１２月の定例

会において補正予算を計上した事業でありますが、光熱費等の物価高騰の影響を受けて厳

しい経営環境にありながらも法定価格による安定的なサービス供給を継続されている介護、

障がい福祉、医療サービス等の事業所を対象に市独自の支援策として給付金を支給するも

ので、光熱費等の加算額の増によるものであります。

同じく２目障害者福祉総務費で一つ丸、障害者福祉システムに要する経費のシステム改

修委託料２７万５，０００円の補正は、予定されている障がい福祉サービス等の報酬改定

に対応するためのシステム改修委託料であります。

次に、１１６ページ、同じく３目知的障害者福祉費で一つ丸、知的障害者自立支援に要

する経費のうち自立支援給付費２，６０２万円の補正は、利用者数の増によるものであり

ます。

同じく４目身体障害者福祉費で一つ丸、身体障害者自立支援に要する経費のうち自立支

援医療費６９４万９，０００円の補正及び自立支援給付費４９９万３，０００円の補正は、

利用者数の増によるものであります。
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次に、１１８ページ、同じく５目精神障害者福祉費で一つ丸、精神障害者自立支援に要

する経費のうち自立支援給付費５２８万１，０００円の補正は、利用者数の増によるもの

であります。

同じく６目老人福祉費で１２１ページ、二重丸、社会福祉法人砂川福祉会運営費補助金

１２０万４，０００円の補正は、砂川福祉会がＩＣＴ機器、ソフトウエア等の導入により

職員の事務負担の軽減及びデータ連携の効率化を図る業務改善を行うための会計システム

クラウド化事業に対し事業費の一部を補助し、安定的な事業運営の確保を図るものであり

ます。

同じく２項１目児童福祉総務費で一つ丸、児童の養育に要する経費の児童手当５６５万

円の減額、同じく一つ丸、乳幼児等医療に要する経費のうち医療費扶助１４１万７，００

０円の減額、次に１２３ページ、同じく一つ丸、母子父子福祉に要する経費のうち児童扶

養手当１，０７８万円の減額、同じく２目障害児福祉費で一つ丸、障害児自立支援に要す

る経費のうち自立支援給付費３８４万１，０００円の減額は、給付実績の減によるもので

あります。

次に、１３０ページ、同じく３項２目扶助費で一つ丸、生活保護費のうち介護扶助２３

０万２，０００円、医療扶助２，０１４万１，０００円及び葬祭扶助１２８万５，０００

円の補正は、受給者数の増によるものであります。

次に、１３２ページ、４款衛生費、１項２目予防費で１３５ページ、二重丸、新型コロ

ナウイルスワクチン接種に要する経費３，３２５万５，０００円の減額は、それぞれ実績

に伴う減であります。

次に、１３６ページ、同じく４目環境衛生費で一つ丸、砂川地区保健衛生組合負担金で

５２８万２，０００円の減額は、火葬場使用料、ごみ処理手数料及び資源ごみ売払収入の

増による負担金の減であります。

次に、１４０ページ、５款労働費、１項１目労働諸費で一つ丸、シルバー人材センター

に要する経費のシルバー人材センター運営費補助金２５０万円の補正は、光熱費等の物価

高騰、さらには人手不足などの影響を受けて厳しい経営環境にある同事業所に対し、安定

的な経営ができるよう運営に係る経費の一部を補助するものであります。

次に、１４２ページ、６款農林費、１項２目農業振興費で１４５ページ、二重丸、畑地

化促進事業補助金６３１万８，０００円の補正は、水田を畑地化する農業者に対し、畑地

利用への円滑な移行を促すことを目的とする畑地化促進事業について北海道より１次採択

に加え２次採択されたことから、畑地化に伴い支払いが生じる土地改良区の地区除外決済

金、また畑地化協力金について支援するものであります。同じく二重丸、施設園芸生産基

盤緊急支援事業補助金１８５万円の補正は、燃料費高騰の長期化を踏まえ、燃料費負担が

大きい施設園芸のエネルギー転換に向けた取組を支援することに加え、資材価格が高騰す

る中、高温障害による収量減のリスクに対応するための遮光ネットやフィルム等の暑熱軽
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減効果のある資材等の購入に対して支援するものであり、繰越明許費として翌年度に繰り

越して実施するものであります。

次に、１４８ページ、７款商工費、１項１目商工振興費で一つ丸、商工業振興対策に要

する経費のうち中小企業等振興補助金１４９万９，０００円の補正は、中小企業等振興条

例に基づき、市内の創業間もない１事業者に対し、認知度の向上や販路拡大のために実施

する広告等に必要な経費の一部を助成するもの、また商業地域等の空き店舗を解消するた

め、空き店舗活用により出店した３事業者に対し、空き店舗賃借料の一部を助成するもの

であります。同じく二重丸、企業振興促進補助金２２５万３，０００円の補正は、企業振

興促進条例に基づき、工場施設等を建設した２者に対する補助金であります。同じく一つ

丸、地域おこし協力隊に要する経費１，１０７万８，０００円の減額は、協力隊員を募集

したものの採用に至らなかったこと及び事業実績による減であります。次に、１５１ペー

ジ、同じく二重丸、地方創生臨時交付金事業（電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援

分）に要する経費の中小企業振興対策事業、プレミアム商品券発行事業補助金６３３万９，

０００円の減額は、事業費の確定によるものであります。

次に、１５２ページ、８款土木費、２項２目道路橋梁維持費で一つ丸、道路橋梁の維持

に要する経費のうち修繕料６４５万９，０００円の補正は、道路の修繕の増によるもので

あります。次に、１５５ページ、同じく一つ丸、除排雪に要する経費の除排雪等委託料１

億５００万円の補正は、１２月２５日から１月２６日までの間に行われた排雪作業及び暖

気による緊急路面整正の実施のほか、人件費等が増加したことなどによる増であります。

同じく一つ丸、流雪溝の維持管理に要する経費のうち光熱水費３７１万円の補正は、流雪

溝維持に係る電気料の増によるものであります。

同じく３目道路橋梁新設改良費で二重丸、道路橋梁新設改良事業費２，００８万５，０

００円の減額は、事業費確定によるものであります。

次に、１６０ページ、同じく５項２目住宅管理費で二重丸、ハートフル住まいる推進事

業に要する経費２，２６６万６，０００円の補正は、各補助金の交付状況に基づくもので

あります。同じく二重丸、住み替え支援事業に要する経費１１５万１，０００円の補正の

うち各補助金の補正は、それぞれの交付状況に基づくものであります。

次に、１６２ページ、９款消防費、１項１目消防費で一つ丸、砂川地区広域消防組合負

担金２，２４３万３，０００円の減額は、砂川署の構成員の変更に伴う給料、職員手当及

び負担率の変更に伴う退職手当組合納付金などの共済費等、人件費の減によるものであり

ます。

次に、１６４ページ、１０款教育費で１６６ページ、２項１目小学校管理費で二重丸、

ＩＣＴシステム導入に要する経費のうち備品購入費６６７万円の減額は、校務用パソコン

３０台の更新に係る事業費確定によるものであります。

次に、１７０ページ、同じく３項１目中学校管理費で二重丸、スクールバスの運行管理
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に要する経費のうち運行管理委託料（債務負担第２年次分）８８３万７，０００円の減額

は、事業費確定によるものであります。次に、１７３ページ、同じく二重丸、ＩＣＴシス

テム導入に要する経費のうち備品購入費２４３万４，０００円の減額は、校務用パソコン

１０台の更新に係る事業費確定によるものであります。

次に、１７４ページ、同じく４項１目社会教育費で１７９ページ、一つ丸、地域交流セ

ンターの運営管理に要する経費の運営管理委託料２３６万１，０００円の減額は光熱水費

の減によるものであり、各工事費の減額はそれぞれの事業費確定によるものであります。

次に、１８４ページ、同じく６項１目給食センター費で二重丸、地方創生臨時交付金事

業（電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援分）に要する経費の食材価格高騰対策事業、

食材価格高騰対策補助金１３０万１，０００円の補正は、令和５年６月の定例会において

補正予算を計上した事業でありますが、食材等の物価高騰による保護者の負担を増加させ

ないよう、価格高騰分を給食費に転嫁することなくこれまで同様の給食を提供するもので

あり、実績に基づく増であります。同じく二重丸、学校給食費無償化補助金８６４万３，

０００円の減額は、子育てに係る経済的負担の軽減のため令和５年８月から児童生徒の学

校給食費を無償化しているものであり、実績に基づく減であります。

次に、１９０ページ、１２款諸支出金、２項１目国保会計繰出金８５９万円の補正は、

保険基盤安定分の増が主なものであります。

同じく３目病院会計繰出金６，９５７万４，０００円の補正は、一般会計で受領してい

る病院に対する寄附金の管理替えが主なものであります。

同じく４目介護保険会計繰出金６０６万８，０００円の減額は、介護給付費分の減が主

なものであります。

次に、１９２ページ、同じく５目後期高齢者医療会計繰出金３，０６９万１，０００円

の減額は、療養給付費分の減が主なものであります。

次に、１９４ページ、１３款職員費、１項１目職員費で一つ丸、職員の給与等に要する

経費７６０万６，０００円の増は、人事院勧告に伴う給料、期末、勤勉手当の増が主なも

のであります。

以上が歳出でありまして、歳入につきましては１３ページ、総括でご説明申し上げます。

１款市税で９，４２２万３，０００円の補正は、市民税５，９４１万５，０００円の増、

固定資産税２，４２１万３，０００円の増が主なものであります。

７款地方消費税交付金で１，０００万円の減額は、地方消費税が当初見込みを下回った

ことによるものであります。

１１款地方交付税で２億８，９９８万４，０００円の補正は、普通交付税８，９９８万

４，０００円の増及び特別交付税２億円の増でありますが、普通交付税は当初４６億７，

２００万円と見込んでおりましたが、国税収入の補正等に伴い、１２月に再算定が行われ、

普通交付税の交付基準額及び調整額の復活など地方交付税が追加交付されたことから、普



－17－

通交付税の決定額が４７億６，１９８万４，０００円で確定したことによる増であります。

また、特別交付税は当初６億円を見込んでおりましたが、今年度の１２月交付決定額及び

昨今の交付状況により、３月交付も一定程度確保できると見込んだものであります。

１４款使用料及び手数料で１，２８９万２，０００円の減額は、市営住宅使用料１，１

３０万９，０００円の減が主なものであります。

１５款国庫支出金で３，８２９万９，０００円の減額は、各事業の事業費確定などによ

る国庫負担金、国庫補助金の増減によるものであります。

１６款道支出金で１，４１７万円の補正は、各事業の事業費確定などによる道負担金、

道補助金の増減によるものであります。

１７款財産収入で１億８，９６６万円の補正は、旧中央小学校跡地などの土地売払収入

１億８，４０９万９，０００円の増が主なものであります。

１８款寄附金で１２億７１万８，０００円の補正は、まちづくり事業などに対する市民

の皆さんからの寄附金のほか、ふるさと納税による寄附金が主なものであります。

１９款繰入金で５億９，８２５万９，０００円の減額は、財政調整基金繰入金５億６，

８１４万５，０００円の減は財政調整による減であり、まちづくり事業基金繰入金１，２

８４万２，０００円の減、社会福祉事業振興基金繰入金１，６９７万５，０００円の減は

事業費確定による事業に充てる繰入額の減であります。

２２款市債で１，１１０万円の減額は、事業費確定による予定された起債額の減及び過

疎対策事業債、過疎地域持続的発展特別事業債の増、臨時財政対策債の減が主なものであ

ります。

以上が歳入の主なものであります。

なお、１９６ページから１９９ページに継続費に関する調書、２００ページに債務負担

行為に関する調書、２０２ページに地方債に関する調書を添付しておりますので、ご高覧

いただき、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 多比良和伸君 議案第２号の提案説明は休憩後に行います。

１０分間休憩します。

休憩 午前１０時５６分

再開 午前１１時０６分

〇議長 多比良和伸君 休憩中の会議を開きます。

議案第２号の提案説明を求めます。

市民部長。

〇市民部長 堀田一茂君 （登壇） 私から議案第２号、議案第４号についてご説明申し

上げます。

初めに、議案第２号 令和５年度砂川市国民健康保険特別会計補正予算についてご説明

申し上げます。
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今回の補正は、第３号となります。

第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，４

２６万６，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１９億８，２５６万２，０

００円とするものであります。

それでは、主なものについて歳出からご説明申し上げます。２２ページをお開き願いま

す。１款総務費、１項１目一般管理費で１４３万円の減額は、主に一般管理事務に要する

経費のうち、給料及び北海道クラウド運用負担金の減によるものであります。

２６ページをお開き願います。２款保険給付費、１項１目療養給付費で１，４１７万３，

０００円の減額は、１日当たり医療費の減によるものであります。

２項１目高額療養費で１，４８６万８，０００円の増額は、１件当たりの高額療養費の

増によるものであります。

３０ページをお開き願います。５款保健事業費、１項１目特定健康診査等事業費で３４

４万６，０００円の減額は、主に健診委託料の減によるものであります。

３２ページをお開き願います。６款基金積立金、１項１目基金積立金で１，７７９万２，

０００円の補正は、国保基金積立金の増によるものであります。

３４ページをお開き願います。８款諸支出金、１項１目一般被保険者過年度過誤納還付

金で３５万円の補正は、一般被保険者に係る過年度過誤納還付金の増によるものでありま

す。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては５ページ、総括でご説明いたします。１

款国民健康保険税で１，６２１万６，０００円の補正は、一般被保険者分で１，６２２万

５，０００円の増、退職被保険者分で９，０００円の減によるものであります。

２款国庫支出金で６９万３，０００円の減額は、主にデジタル基盤改革支援事業費の減

及び社会保障・税番号制度システム整備費の皆増によるものであります。

３款道支出金で１，００８万９，０００円の減額は、主に保険給付費に対して北海道よ

り交付される保険給付費等交付金普通交付金の増及び保険給付費等交付金特別交付金のう

ち特別調整交付金の減によるものであります。

５款繰入金で８５９万円の補正は、一般会計繰入金の増によるものであります。

７款諸収入で２４万２，０００円の補正は、被保険者返納金の増及び特定健康診査等負

担金の減によるものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第４号 令和５年度砂川市後期高齢者医療特別会計補正予算について

ご説明申し上げます。

今回の補正は、第２号となります。

第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５，

２８５万５，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６億４，９４６万５，０



－19－

００円とするものであります。

それでは、主なものについて歳出からご説明申し上げます。１８ページをお開き願いま

す。１款総務費、２項１目徴収費で５万円の減額は、主に印刷製本費の減によるものであ

ります。

２０ページをお開き願います。２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目後期高齢

者医療広域連合納付金で５，２５７万５，０００円の減額は、主に保険料分負担金及び療

養給付費分負担金の減によるものであります。

２２ページをお開き願います。３款保健事業費、１項１目健康保持増進事業費で２０万

３，０００円の減額は、主に健康診査事業費のうち後期高齢者健康診査委託料の減による

ものであります。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては５ページ、総括でご説明いたします。１

款後期高齢者医療保険料で１，０１９万５，０００円の減額は、主に現年度分保険料の被

保険者数の減及び軽減額における所得割超過額の増によるものであります。

２款後期高齢者医療広域連合支出金で６万３，０００円の減額は、健康診査等受診料向

上特別事業費補助金の減によるものであります。

３款繰入金で３，０６９万１，０００円の減額は、主に一般会計繰入金の事業費分繰入

金の増及び療養給付費分繰入金の減によるものであります。

４款繰越金で１６万９，０００円の補正は、前年度繰越金の確定によるものであります。

５款諸収入で１，２０７万５，０００円の減額は、主に健康診査収入及び保健・介護一

体的実施推進事業収入の皆減によるものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 多比良和伸君 保健福祉部長。

〇保健福祉部長 安田 貢君 （登壇） 議案第３号 令和５年度砂川市介護保険特別会

計補正予算についてご説明申し上げます。

今回の補正は、第３号となります。

第１条は、歳入歳出予算の補正であり、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４，

４８５万８，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１９億４，２０８万４，

０００円とするものであります。

それでは、主なものについて歳出からご説明申し上げます。２４ページをお開き願いま

す。２款保険給付費、１項１目居宅介護サービス給付費で３，０１９万９，０００円の減

は、短期入所生活介護及び特定施設入居者生活介護の利用者が見込みより少なかったこと

などによるものであります。

３目施設介護サービス給付費で１，００８万円の増は、介護老人福祉施設の入所者が見

込みより多かったことなどによるものであります。

２８ページをお開き願います。２項１目介護予防サービス給付費で６４９万５，０００
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円の減は、通所リハビリテーション及び特定施設入居者生活介護の利用者が見込みより少

なかったことなどによるものであります。

３６ページをお開き願います。４款地域支援事業費、１項１目介護予防・生活支援サー

ビス事業費で７６０万１，０００円の減は、訪問型サービス、通所型サービスの利用者が

見込みより少なかったことなどによるものであります。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては５ページ、総括でご説明させていただき

ます。１款保険料で７２３万３，０００円の減は、被保険者数が見込みより少なかったこ

とによるものであります。

２款分担金及び負担金で２万７，０００円の減は、紙おむつ利用件数が見込みより少な

かったことによるものであります。

３款国庫支出金で２，５１１万８，０００円の減、４款支払基金交付金１，１２３万３，

０００円の減、５款道支出金５５５万４，０００円の減は、主に歳出の保険給付費の減に

伴う国、社会保険診療報酬支払基金及び北海道の負担ルール分の補正によるものでありま

す。

７款繰入金で４３０万７，０００円の増は、主に歳入の保険料等の減に伴う介護給付費

準備基金繰入金の増によるものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 多比良和伸君 建設部長。

〇建設部長 斉藤隆史君 （登壇） 議案第５号 令和５年度砂川市下水道事業会計補正

予算についてご説明申し上げます。

第１条は、今回の補正予算を第１号とするものであります。

第２条は、予算第２条に定めた業務の予定量を補正するものであり、公共下水道事業に

おいて年間有収水量は４万立方メートル減の１３３万３，０００立方メートルとし、個別

排水処理施設事業において年間有収水量は２６２立方メートル減の２万５，８７７立方メ

ートルとし、主要な建設改良事業において公共下水道整備事業は７５万８，０００円増の

４，５５２万６，０００円、個別排水処理施設整備事業は１，１２２万８，０００円減の

３１８万２，０００円とするものであります。

第３条は、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を補正するものであり、下

水道事業収益は１，０４３万９，０００円減額し、収入の総額を７億５，７０３万５，０

００円に、下水道事業費用は３７４万円補正し、支出の総額を５億４，６５３万８，００

０円とするものであります。

２ページをお開き願います。第４条は、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定

額を補正するものであり、本文括弧書きを「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する

額３億５，６４１万６，０００円は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４２

４万８，０００円、当年度分損益勘定留保資金１億７，８４３万４，０００円、減債積立
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金８，９６５万９，０００円及び当年度利益剰余金処分額８，４０７万５，０００円で補

填するものとする。」に改めるものであります。これは、資本的収入で１，９４４万１，

０００円を減額し、収入の総額を７，４４０万４，０００円とし、資本的支出で１９２万

２，０００円を減額し、支出の総額を４億３，０８２万円とするものであります。

第５条は、予算第５条に定めた企業債の補正であり、限度額について下水道資本費平準

化債は４０万円減額し、８８０万円に、公共下水道整備事業債は２００万円減額し、６５

０万円に、個別排水処理施設整備事業債は６５０万円減額し、１８０万円に、過疎対策事

業債は５５０万円減額し、７５０万円に、限度額の総額を１，４４０万円減額し、５，３

３０万円とするものであります。

第６条は、予算第８条で定めた議会の議決を経なければ流用することができない経費に

おいて職員給与費３，２０５万１，０００円を３，２９７万２，０００円に改めるもので

あります。

第７条は、予算第９条で定めた他会計からの補助金において、本文中、１億７，２５１

万７，０００円を１億７，２６３万７，０００円に改めるものであります。

第８条は、予算第１０条で定めた利益剰余金の処分において、本文中、当年度利益剰余

金のうち１億５，３２８万５，０００円を当年度利益剰余金のうち８，４０７万５，００

０円に改めるものであります。

続きまして、４ページをお開き願います。収益的収入でありますが、１款下水道事業収

益、１項営業収益における１，２１０万円の減額につきまして、内訳として１目下水道使

用料で１，１４５万７，０００円の減額は汚水排出量の減によるものであり、２目雨水処

理負担金で６４万３，０００円の減額は雨水処理に要する経費の減によるものであります。

２項営業外収益における１６６万１，０００円の補正につきまして、内訳として２目他

会計補助金で１２万円の補正は分流式下水道に要する経費などの増によるものであります。

３目長期前受金戻入で１５４万１，０００円の補正は、償却資産の増によるものであり

ます。

６ページをお開き願います。収益的支出でありますが、１款下水道事業費用、１項営業

費用における３０９万７，０００円の補正につきまして、内訳として１目管渠費で３０９

万５，０００円の補正は公共汚水枡の修繕の増などによる修繕費３９７万円の増が主なも

のであり、２目ポンプ場費で９８万２，０００円の補正はポンプ場の修繕費９８万円の増

が主なものであり、３目流域下水道管理費で５４万３，０００円の補正は令和４年度の処

理費用の増加などによる石狩川流域下水道組合負担金調整額の増によるものであり、４目

個別排水処理施設費で１０万５，０００円の減額は浄化槽の検査手数料１０万５，０００

円の減が主なものであり、５目総係費で１１５万６，０００円の減額は各種負担金１２８

万４，０００円の減が主なものであり、ここで８ページをお開き願います。６目減価償却

費で２９万３，０００円の減額は令和４年度の償却資産取得による有形固定資産減価償却
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費の減が主なものであり、７目資産減耗費で３万１，０００円の増額は北光１号マンホー

ルポンプ改築工事に係る増によるものであります。

２項営業外費用における６４万３，０００円の補正につきましては、１目支払利息及び

企業債取扱諸費で６４万３，０００円の増額であり、利率見直し方式で借り入れた起債の

利率変更による企業債利息の増によるものであります。

１０ページをお開き願います。資本的収入でありますが、１款資本的収入、１項企業債

における１，４４０万円の減額は、１目企業債で下水道資本費平準化債ほか、事業費の確

定などによるものであります。

２項出資金で２３万６，０００円の減額は、１目出資金で地方公営企業職員に係る児童

手当に要する経費の減によるものであります。

３項国庫補助金における４７１万円の減額は、１目国庫補助金で公共下水道事業費確定

による減であります。

４項分担金及び負担金における１４万５，０００円の補正につきまして、内訳として１

目分担金で４２万５，０００円の減額は個別排水処理施設設置基数の減を見込んだことに

よるものであり、２目負担金で５７万円の補正は第２負担区分の増などによるものであり

ます。

５項長期貸付金収入における２４万円の減額は、１目一般貸付金収入で新規貸付件数の

減を見込んだことによるものであります。

１２ページをお開き願います。資本的支出でありますが、１款資本的支出、１項建設改

良費における８４８万円の減額につきまして、内訳として１目公共下水道整備事業費で７

５万８，０００円の補正は人事異動に伴う対象職員の変更による給料の増が主なものであ

り、２目流域下水道整備事業費で１９９万円の補正は流域下水道整備工事負担金の増によ

るものであり、負担金につきましては令和６年度に一部繰越しとなる予定であります。

３目個別排水処理施設整備事業費で１，１２２万８，０００円の減額は、合併処理浄化

槽設置工事の設置基数の減を見込んだことによる工事請負費の減によるものであります。

２項企業債償還金で６５５万８，０００円の補正は、１目企業債償還金の公共下水道事

業の増によるものであります。

なお、１４ページ以降につきましては財務諸表など予算に関連する資料となりますので、

ご高覧いただき、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 多比良和伸君 病院事務局長。

〇病院事務局長 朝日紀博君 （登壇） 議案第６号 令和５年度砂川市病院事業会計補

正予算についてご説明申し上げます。

１ページを御覧いただきたいと存じます。第１条は、今回の補正予算を第１号とするも

のであります。

第２条は、予算第２条に定めた業務の予定量を補正するものであり、病床数を令和５年



－23－

４月に精神科における医療提供体制を２病棟から１病棟へ変更したため４０床減の４５８

床とし、年間患者数を入院で３万７，６３３人減の１０万７，１９５人、外来で３，０７

２人減の２２万８，２１１人とし、１日平均患者数を入院で１０３人減の２９３人、外来

で１３人減の９３９人とするものであります。

第３条は、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を補正するものであり、病

院事業収益は７億２，１５０万４，０００円を減額し、収入の総額を１３９億９，０９５

万１，０００円、病院事業費用は８，６７６万２，０００円を減額し、支出の総額を１５

５億８，９６１万１，０００円とするものであります。

２ページになります。第４条は、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を補

正するものであり、本文括弧書き中「不足する額５億９，６３４万２，０００円は、過年

度分損益勘定留保資金５億９，６３４万２，０００円」を「不足する額５億１，３４５万

３，０００円は、過年度分損益勘定留保資金５億１，３４５万３，０００円」に改めるも

のであります。これは、資本的収入で１６４万２，０００円減額し、収入の総額を１０億

７，４９６万５，０００円、資本的支出で８，４５３万１，０００円減額し、支出の総額

を１５億８，８４１万８，０００円とするものであります。

第５条は、予算第６条に定めた企業債の補正であり、院舎改修事業で５，３９０万円の

皆増、医療機械器具整備事業で１億７，３１０万円を減額し、補正後限度額を５億１，５

１０万円、総額５億６，９００万円に限度額を補正するものであります。

第６条は、予算第９条に定めた議会の議決を経なければ流用することのできない経費の

うち、職員給与費を８１億６，５４９万８，０００円とするものであります。

４ページになります。初めに、収益的収入でありますが、１項医業収益は９億８，６７

８万９，０００円を減額するもので、内訳は１目入院収益で１０億３，２１０万８，００

０円の減額、２目外来収益で５，４０１万７，０００円の増額、３目その他医業収益で８

６９万８，０００円の減額であります。入院収益の減額は、臨地実習を経験していない看

護師が入職したことから入院制限を行ったことや新型コロナウイルス感染症が昨年５月に

感染症法上の分類を５類に引き下げられましたが、全国の公立病院でも見られるように患

者数がコロナ禍前の水準に戻ってこないことなどから、診療単価は増加したものの患者数

が大きく減少したことによるものであります。外来収益の増額は、患者１人当たりの診療

単価の増によるものであります。その他医業収益については、文書料等の減によるもので

あります。

２項医業外収益における２億９０７万９，０００円の増額は、主に２目補助金で感染症

病床確保促進事業補助金などの補助金の増によるものであります。

６ページになります。３項看護専門学校収益における３，０００万３，０００円の増額

は、主に２目負担金交付金で看護専門学校における収支補填分の増によるものであります。

４項院内保育事業収益における４３万８，０００円の増額は、主に１目保育料収益の増
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加によるものであります。

５項特別利益における２，５７６万５，０００円の増額は、１目過年度損益修正益で前

年度以前の医療費調定等の修正益によるものであります。

８ページになります。収益的支出では、１項医業費用において８，１５９万５，０００

円を減額するもので、１目の給与費の１，９１４万６，０００円の減額は、給料で予定採

用人数の減や年度途中の退職者の増により、手当及び法定福利費の減となったことが主な

要因となっております。

１０ページになります。２目材料費では６，７５５万７，０００円の増額で、主に薬品

費で高額薬品の使用が減少したものの検査、手術の増加に伴い診療材料費で増加したもの

であります。

３目経費では１億２，４０４万３，０００円の減額で、１２ページになります。主に８

節光熱水費で燃料調整単価の減少による電気料の減、また１２節修繕費でエックス線の発

生装置の交換が少なかったため、医療機器用が減額したものであります。

４目減価償却費では３６０万８，０００円の減額で、主に器械備品に係るものでありま

す。

６目研究研修費では２３５万５，０００円の減額で、予定していた講演会などを実施し

なかったことなどによるものであります。

１４ページになります。２項医業外費用における２２７万１，０００円の増額は、主に

１目支払利息及び企業債取扱諸費、１節企業債利息で借入利率の上昇によるものでありま

す。

３項看護専門学校費用における８４０万１，０００円の減額は、主に２目経費、４節旅

費交通費において会議や研修のオンライン参加による減額、次のページになります。８節

光熱水費において燃料調整単価の減少による電気料の減などによるであります。

４項院内保育事業費用における２７３万７，０００円の減額は、主に１目経費、６節委

託料で院内保育所利用者減少に伴う院内保育業務の減額によるものであります。

５項特別損失における３７０万円の増額は、１目過年度損益修正損で前年度以前分の医

療費調定等の修正損によるものであります。

１８ページになります。資本的収入における１６４万２，０００円の減額は、１項企業

債において院舎改修事業及び医療機械器具整備事業で事業確定により１億１，９２０万円

の減額、３項補助金において感染症に係る医療機器購入の補助金６，６００万円の増額に

よるものであります。

２０ページになります。資本的支出における８，４５３万１，０００円の減額は、１項

建設改良費、２目資産購入費において入札差金等による８，３２４万１，０００円の減額

です。

３項１目長期貸付金において看護学生修学資金が当初予定していた貸付者数を下回った
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ことに伴う１０２万円の減額によるものであります。

２２ページ以降は関連資料でありますので、ご高覧いただき、よろしくご審議賜ります

ようお願い申し上げます。

〇議長 多比良和伸君 以上で各議案の提案説明を終わります。

これより議案第１号から第６号までの一括総括質疑を行います。

質疑ありませんか。

小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 （登壇） 私は、議案第６号です。令和５年度砂川市病院事業会計補正

予算について総括質疑を行いたいと思います。

今事務局長から提案説明もありましたが、補正予算書４ページを見ると、特に入院収益

ですが、当初予算に比較して１０億円以上の減額の補正となっています。一般会計等だと

せいぜい何百万、何千万の減額補正というのはまずないわけですけれども、たとえ病院事

業会計が１５０億を超えるような予算だとしても、入院収益の１０億円以上の減額補正と

いうのは危機を感じるくらいな金額だと私は考えています。先ほど若干の提案説明があっ

たのですけれども、もう少し詳しく１０億円以上減額補正になった要因についてをお伺い

いたします。

２点目になるのですけれども、先ほど１問目でお伺いしていますけれども、医業収益が

大幅に減少しているのですが、医業費用に関しては８，０００万円程度の減額でしかない

のです。普通に考えても簡単に分かるわけです。入ってくるのが大きく減少したのだけれ

ども、出ていくものが僅かしか減少していないということは、赤字がかさんだということ

でしかないわけです。この辺のこと、どうしてこうなったのだろう。収入が少なくなって

いくと費用も少なくなっていくかなとは、普通商売だったらそうかなと思うのですけれど

も、当然病院も商売をやっているのと同じことなので、この辺はどうしてこうなのだろう

ということをお伺いいたします。

最後に、３点目なのですけれども、医業費用の一部ではあるのですけれども、給与費の

関係です。私は、長いこと議員をやっています。病院事業もずっと見つめてはきているの

ですけれども、８０億円を超える給与費というのは今まで数字として見たことがありませ

ん。まさに病院始まって以来の８０億円を超えるという給与費だと思うのですけれども、

なぜこんなに給与費が膨らんでいるのか、この辺の要因もお伺いをして、１回目の質疑を

終わります。

〇議長 多比良和伸君 病院事務局長。

〇病院事務局長 朝日紀博君 （登壇） ３点ほど質疑がありましたので、順次ご答弁申

し上げます。

１点目、当初予算に対して入院収益で１０億円以上の減額補正となった、その理由につ

いてでありますけれども、令和５年度の予算編成時には、令和５年５月に新型コロナウイ



－26－

ルス感染症の類型が感染症法上の２類感染症から５類感染症に引き下げられてインフルエ

ンザと同等の取扱いになることが報道されており、令和５年度予算においては入院患者は

コロナ禍以前に戻ってくるという予測をし、病床利用率を平成３０年度の８０％、令和５

年度の７６．１％、これを参考に７９．５％と予定したところですが、結果として６３．

９％にとどまったことが大きな要因であると考えております。また、全国的な傾向としま

しては、一般社団法人全国公私病院連盟が今年２月にまとめた病院運営実態分析調査の病

床規模別で４００床から４９９床、その病床利用率を見ますと令和元年度が７２．８％か

ら令和５年度６７．９％と約４．９ポイント低下しており、平均在院日数についても令和

元年度１２．７日から令和５年度１１．３日へ約１．４日短縮されています。コロナ禍明

けの入院患者数の減少は全国的な問題と捉えており、道内の自治体病院と情報交換しても

同様な状況であると伺っております。

当院の病床利用率が減少した主な要因としましては、令和５年度の当初予算では精神科

を２病棟８０床にて運用を予定しておりましたが、効率的な病床運営を行うため１病棟４

０床とし、総合病院における精神科病床として身体合併症や急性期に特化した運用に変更

し、長期入院となる患者については管内の精神科病院と連携し、対応したことによるもの

であります。

また、昨年同様に病棟内でのコロナウイルスによる院内感染が度々発生したことに伴い、

早期終息、感染拡大防止を目的とし、入院制限、早期退院を実施しており、令和元年度と

比較して延べ患者数で約３万７，０００人の減少、うち精神科は１万４，０００人の減少、

平均在院日数で２日程度の短縮が見られますし、今年度入職した看護師は、先ほどご説明

いたしましたが、病院での臨地実習を経験しておらず、病棟での指導体制を強化して育成

しております。指導には先輩看護師の労力も必要とされることから、４月から６月まで入

院を一部制限しながら病棟運営を行ったことによるものであります。さらに、新型コロナ

ウイルスが５類感染症となりましたが、ウイルスの性質が弱毒化したわけではなく、感染

症は強く、高齢者等は一定程度重篤化するため、引上げ前の２類感染症と同等の対策や対

応を継続したことによるものであります。これらのことから、コロナ禍以前は比較的うま

くいっていた適切な病床管理がコロナ禍により崩れてしまい、令和５年度も余波を受けた

と分析をしております。

２点目の医業収益が大幅に減少、ただ医業費用は８，０００万程度しか減少していない、

その理由についてでありますが、医業費用のうち給与費につきましては、医業収益、すな

わち患者数の増減の影響は受けにくい費用でありまして、当初予算に近い執行額となった

ところでありますが、材料費や燃料費についてはエネルギー価格の高騰により、Ａ重油、

診療材料、備品など価格の上昇が影響し、増額となったところであります。また、材料費

については、内科や精神科、形成外科といった診療材料をあまり使わない診療科の患者数

が大幅に減少し、収益が減少した反面、診療材料を多く必要とする循環器内科、整形外科、
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眼科において手術や検査が増加したため、当初予算と比較して約１億６，０００万円の増

加となったところであります。収益の減少に対して材料費が増加するといった収益と費用

が連動しない状況が生じたことによるものであります。

３点目の給与費が８０億円を超えた要因についてですが、当院は救急、周産期、小児医

療など特殊部門に係る医療提供や高度急性期医療から回復期、在宅医療にも対応しており

ます。このような中、職員数では医師の増員や高度医療に対応すべく医療技術員の増員、

医師の事務作業の負担軽減を図るための医師事務作業補助者の増員、入院患者の高齢化や

要介護患者に対応するため介護福祉士の増員など、近年の医療の質や安全性の向上、さら

には高度化、複雑化に伴う業務の増大に対応できるよう、職員の増員を図ってきたところ

であります。また、定期昇給、昇格による自然増、人事院勧告の給与改定による増、看護

職員等処遇改善手当の新設、医師の負担軽減として大学からの出張医の応援件数の増加等

が主な要因となっております。

〇議長 多比良和伸君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 もうお昼が近いのですけれども、２回目の質問をします。

先ほどのお答えによりますと、病床利用率の関係なのですけれども、これは先ほどの議

案書を見て、出し方なのですけれども、当初で１日平均患者数を病床数で割り算すると病

床利用率が出ると計算していいですよね、普通でいくと。それで単純に計算すると、当初

予算では入院患者数の病床利用率は８６．４％になって、この補正予算で入院患者が１日

平均１０３人も減ってしまったので、６３．７％になるという計算なのです。でも、先ほ

どは病床利用率も違っていたかと思うのですけれども、何を言いたいかというと、当初の

予算よりこんなに減ってしまったということが言いたいことなのですけれども、今のご答

弁でいくと精神科を８０床を４０床にしたことが大きかった。そこが大きかったのなら、

何でこうやって減らしてしまったのだろうとも思うのです。今まで精神科は、ずっと病院

事業を続けている中で収益が高いという認識を私はしているのです。ここら辺のところは

あまり減らさないほうがいいというのが今までのやり方で、やってきたかと思うのです。

そこを４０床減らして、結局入院患者も減っていくということであるのには間違いないわ

けですけれども、ただ当初予算のときにもう既にその数字は分かっていたのではないかと

は思うのです。８０床を４０床に減らすということは、当然４０床を減らした数字で当初

予算を組んでいかなかったらまずいわけなので、そこは織り込み済みだと私は基本的には

思っているのですけれども、そこは違っていたのかどうかです。

それから、もう一つ、えっと思うのは、先ほどの答弁で４月から６月まで入院制限をし

ていたと、その理由が看護師が不慣れだと言ったかどうか分かりませんけれども、私には

そう聞こえたのです。看護師さんが新人ばかりだったのか、慣れていない方が多かったの

か。その研修のために入院制限をもししたのなら、これは本当に大変なことです。こんな

ことが毎年４月から６月の間で行われるといったら、とても八十何％の病床利用率なんか
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は確保できないと、今答弁を聞いて余計心配になったのですけれども、こんな理由は今ま

でなかったですよ。看護師さんがまだきちんと育っていないから入院制限したなんていう

話、何でそんな、話になるのでしょう。

コロナが５類になったのだけれども、院内感染も何回かあった。これも分からないでは

ないのですけれども、コロナは今５類になったのだけれども、完全に収まるのだろうかと

いう思いはあるし、それ以上にこれから今までやっていたワクチンもそう頻繁には国は、

インフルエンザ並みになったのだからやらないと思うし、特にこれまでは無料でやってき

たコロナワクチンの接種も多分有料になるだろうし、果たしてインフルエンザ並みに私た

ちみたいな高齢者は１回１，０００円でやれるような市の考え方はあるかといったら、全

然これも分かっていないわけで、だとするとコロナのワクチンを打つ人が急激に下がって

いくかも分からないわけです。そうなったら、今まで以上にコロナにかかる人も多くなる

かも分からないし、院内感染だって同じようにずっと続くかも分からないという状況の中

で、現実的には６０％まで病床利用率が下がったということです。

この下がり方が令和５年度だけであるならいいのですよ、特殊事情だったということで

あれば。でも、今私が言ったように、看護師さんが急にベテランになるわけでもないだろ

うし、コロナが急に収まるわけでもないだろうしと考えていったときに、本当にこれが特

殊事情だったのか、もしかしたら今後の市立病院は病床利用率が６０％ぐらいしか保って

いかれないような病院になりかかっているのではないかというほどの心配をしているので

すが、１回目についてはこの辺をまずお伺いするのです。

コロナも原因の一つとして挙げられていましたけれども、少し前の年度としてコロナが

原因でかなり厳しくなっていたという令和３年度から調べて見たのです。１日当たりの入

院患者数ですけれども、令和３年が３５７．１人だったのです。令和４年は下がって３１

２．５人だったのです。そして、令和５年は何と２９３人に、１日当たりの入院患者さん

は減ってきているのです。コロナは収まりかかっているのだけれども、入院患者さんは減

っているのです。だから、コロナだからと言っていられる今の市立病院なのかと思ってい

て、心配です。

次に、どうして医業収益の入りが少なくなったのに医業費用は同じようにお金が出てい

くのだろうということなのですけれども、費用について人件費があまり落とせないという

のは、それは分かります。皆さんほぼ、うちの今の職員数は１，０００人を超えるのです

か、ほとんどの人たちが正職員なわけだし、入院患者が減ったからといって看護師さん休

んでくださいといくわけないし、お医者さんは特に減らしては困るわけだし、だけれども

かかるものは、出るものは変わらないで入ってくるものが少なくなっていったら、ずっと

赤字経営していかなければならないということではないですか。今後もこの医業費用とい

うのが抑えられず、このままいくしかないのかどうかなのです。そこに病院としてのいろ

いろな費用を抑える知恵や工夫というものはないものなのかどうなのか。
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この年どうしたのだろうと思います。すごく具体的に話をすると、例えば材料費なので

すけれども、多分当初予算のときに、大体このぐらいの患者さんが来るから、薬はこのぐ

らい確保しなければ、手術のときの道具や何かもこのぐらい確保しなければといって予算

を出すのだろうと思うのです。実はそんなにないと、患者さん減っているといったときに、

急にやめるというわけにはいかないのかどうなのかなのですけれども、つまり一括で全部

材料は買ってしまうのかどうかなのです。予算と同時に一遍に１年分を買うしかないのか

どうなのか。こういうところの調整みたいなものは小まめにやっていかなかったら、費用

の落としようがないです。下の給与費ともダブっていくのですけれども、人件費の比率な

のですけれども、令和５年度は６３．７％にもなるのです。人件費だけで医業収益の６割

以上がもう使われてしまうという、これは固定費ですから、動かしようがないのです。で

も、局長、どうなのですか、６３％。実はおととしは７１％にまで膨らんでいるのですけ

れども、それよりは落としてきたのかというのは分かるのですけれども、ただこの人件費

比率の大きさというのは、これも何とかしていかないと今後の砂川市立病院はどうなって

いくのかと思います。

とにかく給与費が先ほども言ったように、これまで見て一番多かったというのは先ほど

１回目で言ったとおりなのですけれども、つまり給与費だけが右肩で上がっていくのです

けれども、先ほどの看護師さんの話もあったのですけれども、病院スタッフの関係なので

す。どうしてもうちの医療を続けていくためには１，０００人規模の職員というのは必要

なのだろうと、必要だからこそ確保しているのだと思うのですけれども、そこで問題なの

が職員の、言い方が悪くて、怒る人がいたらごめんなさいですけれども、質とか経験の問

題です。人数だけいても、本当に嫌な言い方です。質とか、あるいは経験が不足している

人が多かったとすれば商売的にいえばあまりいい状況ではないと思うのです。

それで、お伺いするのは、先ほど言った病院スタッフの離職率は一体どんな具合に年間

なっていっているものなのか。つまり不慣れな人たちが循環しているものなのか、しっか

りと慣れた皆さん方が定着をして、これだけの人材は必要で、ただたまたま入ってくる入

院患者さんがすごく少なかったというこの年度だったのかということとの関連でお伺いす

るのですけれども、まずその点を２回目としてお伺いします。

〇議長 多比良和伸君 小黒弘議員の総括質疑に対する答弁は休憩後に行います。

午後１時まで休憩します。

休憩 午後 ０時０１分

再開 午後 １時００分

〇議長 多比良和伸君 休憩中の会議を開きます。

小黒弘議員の総括質疑に対する答弁を求めます。

病院事務局長。

〇病院事務局長 朝日紀博君 それでは、何点か質疑がありましたので、順次お答えをし
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たいと思います。

まず、精神科病床を縮小する関係で当初予算のときにはもう分かっていたのではないか

というお話がありました。当初予算、これは毎年ですけれども、予算を作るのが大体１１

月から１２月ぐらいにかけて作るとなっております。その頃内々にそういった検討はして

いたのですが、正式に決定をして、４月から精神病床を２病棟を１病棟にするというのを

決めて、院内にその検討委員会をつくったのが１月１１日であります。そこの委員会の中

でタイトなスケジュールの中でやっていかなければならないということで、住民周知であ

るとか、関係機関への周知であるとか、あとは入院患者の調整といったものをやった上で

４月からスタートしたわけであります。なので、当初予算にはそういったことで４０床減

を反映することができなかったということが１件目。

それから、４月から６月の入院制限、これは今回のみの特殊事情なのかというお話があ

りました。令和５年４月に入った新人の看護師さん、今回入った年代の方々というのは当

院の看護学校でいけば３年間ずっとコロナの制約を受けていた年代の方々であります。し

たがって、校内実習とよく言うのですが、学校の中での実習、患者さん役を決めてやるよ

うな実習はやっているのですけれども、病院に来て、実際の患者さんに対する実習という

のは未経験のまま４月に入職してまいりました。そうなってくると、対人のコミュニケー

ションであるとか看護技術も踏まえて、看護部サイドも夜勤も含めてやっていかなければ

いけないということで非常にそこら辺不安があるということで、どうにか３か月だけ教育

期間をくれという申出があって、それは仕方がないと、医療安全の面からもそれは仕方が

ないでしょうということで４月から６月の３か月間は、恐らく令和５年度に限った話にな

ると思いますが、制限をかけたということでございます。

それから、コロナ５類になったのだけれども、今後も収まることはない。その中で入院

患者は確保できるのかというご質疑もありました。実は、今朝の段階で当院にコロナの入

院患者さんは１１名ほどおります。前と大きく変わったのは、コロナ患者さんがいても基

本的に診療制限はかけませんと変えております。令和３年度がそうだったのですけれども、

クラスターが発生しなくて、一般診療とコロナ診療をどちらも両立しながらできたと。た

だ、令和４年度はクラスターの関係で大幅に収益も下がったのですが、今後は、今もそう

ですが、コロナ患者さんがいても病棟の中でゾーニングをしながら診療制限なしで入院診

療をやるということなので、コロナの患者さんがいたからといって入院患者さんが今まで

のように減るというのは今後はないと思ってございます。

それから、費用を抑える工夫であるとか材料の購入を含めてありましたけれども、例え

ば費用を抑える工夫でいきますと、院内の照明をＬＥＤ化したということもありますし、

あとは院内の各種会議や委員会、そういったものをまず整理して見直しをして、なるべく

そういったところに時間が取られないように効率化を図る。あるいは、学会だとか研修会、

現地に行くというよりもオンライン開催に積極的に参加をしてもらうように変更している
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ということもあります。それと、材料費の関係で１年分一括で購入するのかという話があ

りましたけれども、それは使う都度購入をしておりますし、あとは価格交渉をする上で、

近隣の自治体病院と共通の品物については共同購入を今始めておりますし、あとはベンチ

マークといいまして、他の病院との価格差を、うちは高く買っているのか低く買っている

のかというものを見ながら、業者さんとの価格交渉というのでしょうか、そんなこともや

っております。

それから、看護師さんの離職率と、あと質といいましょうか、経験といいましょうか、

そういったお話がありました。まず、離職率から申しますと、令和３年度は５．５％です。

令和４年度は５．２％、令和５年度はまだ途中ですので、出しておりません。それで、こ

れが高いのか低いのかということになるのですが、全道と全国の平均値というのがいつも

看護協会とかから出るのですが、それが令和２年度以降出ておりません。ですので、令和

２年度で申し上げますと、全道、全国ともに１０．５％とか１０．６％とか、そういった

数字で、全道、全国は大体１０から１１％で推移しておりますし、当院はコロナになる前

は３％台だったりしたのですが、やはりコロナになって離職率は上がりました。コロナ前

は辞める理由としては他の医療機関に転出をするという人が圧倒的に多かったわけですが、

コロナになってからは家事専従ということで職場を離れるという方が増えております。

それと、質と経験の関係でいきますと、新規に採用する人でも経験者の採用というのも

行っておりますし、新卒ばかりではないと。採用になった後も、認定看護師であったり、

専門看護師、あるいは院外を含めた研修会への参加、各部署でやっている学習会、そうい

ったものを通じて質の担保を図っておりますし、看護師さんの口コミサイトみたいなのを

見ると、砂川市立病院は忙しい、だけれども教育体制は非常にしっかりしてしているとい

う声も見られるところであります。

それから、人件費比率が６３．７％だと、これについてどう考えているのかというお話

がありました。当然ながら費用を削減するというのは当たり前の話なので、やれるところ

は費用を削減しながらやっていきますが、令和４年、令和５年を見ると入院収益が明らか

に落ちていますので、人件費比率を下げるには医業収益を上げるというのが一番重要だと

考えてございます。たまたま令和４年、令和５年につきましてはコロナの影響で入院収益

を確保できないという状況が続きましたので、そこを今後改善していきたいと思ってござ

います。

以上ですが、もし答弁漏れがありましたら、ご指摘いただければと思います

〇議長 多比良和伸君 小黒弘議員。

〇小黒 弘議員 総括質疑の最後の質疑になるのですけれども、今話を聞いている限り、

医業費用に関してはこれ以上工夫のしようもないなという感じを受けました。ということ

は、患者の令和５年の私の計算でいくと６３．７％の病床利用率ではとてもやっていけな

いということの結論だと思うのです。そこがどうしてそうなったかというと、局長は先ほ
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ど新人の看護師さんたちの教育期間を取るために４月から６月までを入院制限した。でも、

これは本当に今年限りでそうではなくなるのですか。コロナでこの時期の新人の看護師さ

んたちはいろいろな実習ができなかったからというのがその理由のようでしたけれども、

この仕組みはずっと続いていってもらわないと困るわけですよね。看護学校があって、そ

こからうちの病院に来てもらって、先ほどの離職率という中で、そうやって新しい看護師

さんが一体いつまで市立病院で働いてくれているのだろうというのも聞きたかったのです

けれども、多分ずっといてくれるためには、結婚をここでして、家でも建ててもらえばず

っといてくれるのだろうけれども、そうでなかったら、うちの場合は市内で看護学校に来

る人はそんなにいないと思うので、実家に帰るか都会に出るかするのだろうなとは思うの

です。

何とかしなければならないですよね。このままでいくと、今回の補正予算書の中にもあ

るのですけれども、資金残高、キャッシュフローを見ると、２２ページになるのですけれ

ども、資金残高、現金、貯金と言ってもいいのですけれども、実は令和３年度には２３億

３，０００万、約ですけれども、ありました。令和４年になると１４億７，０００万円に

減りました。そして、令和５年、これを見れば分かるとおりで、一番下の段です。９億５，

０００万円に減りました。こんな状況をあと２年やれば、資金残高はなくなります。それ

では困るのです。うちの病院は本当に大事に今までやってきて、公立病院で貯金があると

いうのは相当珍しいパターンだというのもよく分かっているのですけれども、ただまちづ

くりの中核として市立病院が位置づけられて今までやってきたので、これが左前になって

しまっては本当に困るのです。

最後の質問なので、お伺いをするのですけれども、まず１つ目として、私の言っている

ことが合っているかどうかをお伺いするのが、予算書の５ページに他会計負担金、正確な

言葉で言うと負担金交付金、これは一般会計からいうと病院繰出金という項目になるわけ

ですけれども、１０億をちょっと超えるほどということです。これは、実は一般会計から

お金が単純に出てきている、経営が困っているから出てきているのではなく、砂川市立病

院が病床があったり、あるいは急性期であったり、いろいろなことをやっている病院だか

ら、国から交付金が出て、その交付金が一般会計に入って、一般会計から病院に来るとい

う仕組みの医業外収益だということが私の今の言い方で合っているのかどうかということ

をまず確認したいのです。そこでうんと言ってくれればいいのですけれども、それでは皆

さんに分かりませんので、まずそこをお伺いしつつ、最後の質問です。仮に今の現金、預

金がなくなったとします。赤字が続いたときはどうやって病院経営をしていくのか、ここ

を最後に補正予算でお伺いして、終わりたいと思います。

〇議長 多比良和伸君 病院事務局長。

〇病院事務局長 朝日紀博君 まず、負担金交付金の在り方というか、性質というか、そ

ういったものにつきましては、小黒議員がおっしゃるとおりでいいと思ってございます。
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それと、キャッシュがなくなったらというお話がありましたけれども、我々が一番心配

しているのはそこなので、そうならないようにどうしていくのかということを今一生懸命

考えているのですが、仮になくなったら、市中銀行から一時借入れとか、そういったこと

になるのだと思うのですが、そうならないようにするために収益をどう上げていくのか、

患者さんをどう集めるのか。患者さんをどう集めるのかというのは、例えば２次医療圏を

超えて、美唄の方はこれまでも非常に増えてきてはいるのですが、最近ですと深川あるい

は富良野からも患者さんが多く来る、あるいは救急車が多く来るようになってきてござい

ますし、細かい話になりますけれども、当院はＤＰＣ病院ということになっておりまして、

ＤＰＣ病院の入院収益というのは、ＤＰＣの点数というのは国が診療報酬改定のときに決

める全国一律の点数です。それに医療機関別係数というのがありまして、それは医療機関

によって違いがあるので、その点数掛ける医療機関別係数によって、例えば急性期を頑張

っている病院であるとか、そういったところに差がつくような仕組みになっているのです

が、そういったものを上げるべく、１年以上地道な努力をしてきております。２月の中ぐ

らいだったでしょうか、国から内示がありまして、そこの部分、平均在院日数をうまく短

くコントロールしたといったことであるとか、救急医療にどれだけ貢献しているのかとい

うことも加味されて、そこの係数も今回ぐっと上がったので、これからはそこの部分での

収益増というのも図られますし、管理者がいつも言っているのは増患、集患をどうしてい

くのかということをみんなで考えながらやっていきたいと思っているところです。キャッ

シュがなくならないように頑張りたいと思ってございます。

〇議長 多比良和伸君 他にご発言ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで議案第１号から第６号までの一括総括質疑を終わります。

お諮りします。

ただいま議題となっております６議案は、議長を除く議員全員で構成する第１予算審査

特別委員会を設置し、これに付託して会期中審査を行うことにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、そのように決定しました。

◎休会の件について

〇議長 多比良和伸君 お諮りします。

第１予算審査特別委員会における審査が終了するまで本会議を休会することにご異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、これで本会議を休会します。
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◎散会宣告

〇議長 多比良和伸君 以上で本日の日程は全て終了しました。

本日はこれで散会します。

散会 午後 １時１９分


